






















































































































































































































































































































「第3 指導計画の作成と内容の取扱い」の r1 作成に当たっての配慮事項」の中に、
次のような文章、「第1章総則の第1の2及び第 3章道徳の第 1に示す道徳教育の目標に
基づき、道徳の時間などとの関連を考慮しながら、第3章道徳の第2に示す内容について、
00の特質に応じて適切な指導をすること。」があります。どういう事かと言いますと、最
初の文に示す目標を前提に、道徳の内容について、国語の特質に応じて、あるいは特別活
動や外国語活動などの特質に応じて、ここ00のところに全部、特別活動とか総合の時間
とか、小学校ですと外国語活動の時間とか全部入って、その特質に応じて適切に道徳の指
導をしてください、こういう文言が入りました。ただ上に書きましたように、それは今ま
での方針を言語化しただけで、事実上基本的に変えておりません。今までの方針、現行の
方針を変えておりませんので、その点、変にこの文を強調してですね、各教科の学習を道
徳臭くすることを考えているわけじゃない、ということを示さなければいけないと思いま
す。
区三王亘
(8)番目、最後ですが、社会の変化への対応関連から、 1)から 7)までの、これは
要するに教科を越えて横断的に重視すべきものが、情報教育的なことではケータイ問題。
これはパソコンどまりではもう済まないのです。それから環境教育では「持続発展教育」
だと。これは 2005年から始めた国連の教育運動の一つであります。それから三番目はも
のづくりです。この図工・理科・技術家庭の3教科などは非常に期待されている。それか
らキャリア教育も、これも産業界が非常に期待している。それから食育。これは総合など
の時間でも取り組まれていますけれども、保護者との連携をとる上では非常によい取組み
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であります。それから 6番目も、誘拐殺人その他があって非常に重要な問題であります。
7)は、主に中高の問題になると思いますが「青少年のエイズ問題」で、文明固で、青少
年で愚者が増えているのは日本だけだ、という難しい状況があるということでこれを明記
している。
区2王亘
そういう方向で最後に、全体として指導要領が求めているものというのを整理してみま
すと、まず思考力等を育てるという方向で考えたときに、学校という所で、集団として子
どもたちが考え合う場を保障する、あるいはそういう機能を高めるということが大事だと
いうふうに考えられる。そういう意味での集団づくりです。個をつぶす集団ではなくて、
むしろ個を生かす集団というものを考えてほしい。それから「持続発展教育」。これは今申
し上げたように、改めて国連で始まった 10年間の運動なんですけれども、もともとこれ
は実は小泉元首相が言い出したことで、それを国連のユネスコが引き取った。そういう意
味では日本が力を入れるのはある意味で当然で、今回の改訂で特に、私から言わせれば、
唯一新しいものだと，思っております。なぜかといいますと、他はみんな、現行の継承・発
展というふうに言われているからであります。最後にこの、社会全体の学校教育カの再生・
復活というものを最初のことと絡めて申し上げますが、先ほども申し上げましたように、
家庭や地域の教育力を回復せよというのは、これは政治の課題であります。教育そのもの
が直接に担うべきものではありません。ですから、一種の社会改造ですから政治家がやる
べきことである。そもそも、どうして家庭や地域から教育力がなくなったのかと言えば、
私から言わせれば、私はゲストスビーカーで教育再生会議で申し上げたことですが、基本
的に家庭や地域から教育カを奪ったのは、あなた方政治家の先輩である方たちがとってき
た社会政策や経済政策がこういうふうにしてきたんじゃないかと。それを反省もなしにで
すね、再生会議が何て言っているかというと、「親は何してるか、学校の先生は何してるか」
と、こういう言い方をした。そんな言い方はないだろう。少なくとも、自分たちの仲間の
政治家がやってきたことを反省して、ある意味では、これから自分たちはこういう社会に
変えたい、ついては親御さん、学校の先生方、協力してください、というのなら話はわか
る。そういう態度でなくて、偉そうに、親は何してるのか、はないだろう、というふうに
私は考えておりまして、まあそういうことを申し上げたんです。けれども、基本的には、
大きく見たときに、こういう方向で社会が教育力を回復しないことには全体として学校教
育も力を得られませんし、また子どもたちにとっても望ましい条件が備えられるとは思え
ないのであります。急ぎ足で申し訳ありませんけれども、以上で失礼します。
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